
令和５年度 中大規模木造普及シンポジウム 事例報告会
サステナブル建築物等先導事業（木造先導型） 事業概要

1 プロジェクト名 みやぎ登米農業協同組合本店・なかだ支店新築工事
（みやぎ登米農業協同組合本店・東部なかだ基幹支店）

8 建物用途・規模 軒高： 9.280m、 高さ： 10.180ｍ

階 数：地上２階

2 提案者
（＝建築主）

氏名 みやぎ登米農業協同組合 代表理事組合長 石川信喜 (うち補助対象部分) 1～2階

9 建築物の構造 ■軸組工法 □枠組壁工法 □CLTパネル工法
□その他の工法（ 〇〇混構造 ）

3 建設地 宮城県登米市中田町石森字駒牽265-1,267-2,鳴神堂32 10 建築物の
防火性能

（建設地の地域区分）指定なし

□防火地域 □準防火地域 ■２２条区域 □その他地域

4 発表者 会社・所属 株式会社 関・空間設計
坂田涼太郎構造設計事務所

（地域区分や建物用途・規模等により必要となる建築物の防火性能等）
氏名 三浦高史（株式会社 関・空間設計）

坂田涼太郎（坂田涼太郎構造設計事務所） □耐火建築物 □準耐火建築物（60分） □準耐火建築物（45分）
■その他（ ）5 採択年度、

採択日
令和３年度採択、

6 竣工年度、
竣工日

令和４年度竣工、竣工日：令和５年２月２８日

（今回提案する建築物の防火性能等）
7 設計者・施工者
・技術の検証者

設計者： 株式会社 関・空間設計
□耐火建築物 □準耐火建築物（60分） ■準耐火建築物（45分）
□その他（ ）施工者： 株式会社 深松組

技術の検証者： 11 施工時の課題・工夫点について（※簡潔に記載ください）
今回は木材の先行発注を行い、建設会社に支給品として渡したが、建て方を始めてから材の

調整加工が発生した。重ね肘木はプレカット工場で組み立てたものをユニットとして搬入し、取り付け
の効率化を図った。

8 建物用途・規模 ■事務所 □店舗 □共同住宅 □学校 □幼稚園 □保育所 □体育館
（武道場） □集会場 □宿泊施設 □文化施設 □病院 □診療所

□特別養護老人ホーム □その他の福祉施設
□その他（ ）

敷地面積： 11,921.46㎡ 12 木造化についての施主からの評価（※簡潔に記載ください）
環境保全に配慮した農業経営を目指す立場として、おかえりモネで提唱された木材の地産地

消を実現できたことがとても良かった。温かみや香りが感じられ、職員や訪れる方々の評判も大変良い。建築面積： 1,425.81㎡

延べ面積： 2,646.15㎡

(うち補助対象部分の面積： 2,630.93㎡)

構造用木材使用量： 336.97㎥ （内CLT使用量： 000.00㎥） ※上記記載内容はパワーポイントで作成された発表資料内にご記載ください。

最終ページ



みやぎ登米農業協同組合本店・なかだ支店

関・空間設計

令和3年度サステナブル建築物等先導事業（木造先導型）

坂田涼太郎構造設計事務所



木造準耐火建築物（45分）
建築面積：1425.81㎡
延床面積：2646.15㎡
最高高さ：10.180m
使用木材：登米産材 杉 （一部南三陸産材）

建築の概要



登米産の杉材を使用・重ね梁や重ね肘木の架構を採用



登米産の杉材を使用・重ね梁や重ね肘木の架構を採用



登米産の杉材を使用・重ね梁や重ね肘木の架構を採用



１ ． 本 プ ロ ジ ェ ク ト で 木 造 を 採 用 し た 決 定 要 因

２ ． 先 導 的 な 設 計 、 施 工 技 術 や 生 産 シ ス テ ム の 具 体 的 内 容

３ ． 類 似 の 建 築 物 に 取 組 む 設 計 者 へ の ア ド バ イ ス

本 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り 明 ら か と な っ た 木 造 を 普 及 す る 上 で の 今 後 の 課 題



丘陵地帯
山間地帯

登米耕土
北
上
川

登米市について 木造採用の決定要因

▼ 北上川の風景

計画地



登米町森林組合

津山町森林組合

東和町森林組合

登米市

米川生産森林組合

登米市森林管理協議会

登米市の林業・森林組合について 木造採用の決定要因



経 営 理 念

ＪＡみやぎ登米について 木造採用の決定要因



プロポーザルで求められたこと（抜粋）

・米・畜産・園芸の産地JAとしてのイメージをアピールできる施設

・組合員や利用者が、気軽に相談できるスペース

・組合員が対外的に自慢できる施設

・将来就職したくなるような建物

← 登米市内に分散し、老朽化したJAの拠点を集約

本店

営農センター

事業経過 木造採用の決定要因

なかだ支店



登米の農業と地域の「ヨリアイ」の場

・コンセプトは「寄り合い」を現代的に再解釈した「ヨリアイ」

・ヨリアイホールを中心に、見通しがよく互いに顔が見える構成

コンセプトイメージ ヨリアイホール

コンセプト 木造採用の決定要因



▲ ＲＣ造・鉄骨造・木造の比較資料

木造化のための比較検討 木造採用の決定要因



１ ． 本 プ ロ ジ ェ ク ト で 木 造 を 採 用 し た 決 定 要 因

２ ． 先 導 的 な 設 計 、 施 工 技 術 や 生 産 シ ス テ ム の 具 体 的 内 容

３ ． 類 似 の 建 築 物 に 取 組 む 設 計 者 へ の ア ド バ イ ス

本 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り 明 ら か と な っ た 木 造 を 普 及 す る 上 で の 今 後 の 課 題



既存支店

既存
建物

敷地概要 先導的な設計の内容



建物は敷地中央にコンパクトに

敷地概要

既存
建物

既存支店

先導的な設計の内容



ヨリアイひろば

敷地概要 先導的な設計の内容



総務部

共済部

会議室

吹抜け

なかだ支店

金融部

営農部

平面計画

１階平面図 ２階平面図

ヨリアイ
ホール

営農部 なかだ支店 ヨリアイホール 総務部 会議室

先導的な設計の内容



平面計画

１階平面図 ２階平面図

8m

5.46m

16m

18m

先導的な設計の内容



その他建築物

建物全体の一体感 → ×

任意の準耐火建築物（45分）

建物全体の一体感 → 〇

1000㎡以下1000㎡以下1000㎡以下

防火壁
開口部の大きさ等に制限あり

1F+2Fで
1500㎡以下

1F+2Fで
1500㎡以下

面積区画

今回計画

任意の準耐火建築物とした理由 先導的な設計の内容



8ｍスパンの床を支える重ね梁・重ね肘木 ８ｍスパンの屋根を支える重ね梁・重ね肘木

１６ｍスパンの屋根を支える重ね肘木 八角形の束ね柱と八方向にのびる重ね肘木

「束ね柱」「重ね梁」「重ね肘木」による架構 先導的な設計の内容



5.46m

5.46m

5.46m

5.46m

１階

2階 16ｍ

8ｍ
8ｍ

8ｍ 8ｍ

主架構の構成 先導的な設計の内容



主架構の構成 先導的な設計の内容



１階

2階

重ね梁と重ね肘木を使用することで実現する8 ｍスパンの架構 先導的な設計の内容



中大規模木造をサステナブルかつ経済的に設計するため、製材を有効利用する設計手法が必要

組立梁の一体性を高め、効率よく使用するため高い剛性・耐力を有する接合方法が必要

製材のみで8mスパンを実現する架構の提案

車知栓とビスによる接合の開発

重ね梁と重ね肘木を使用することで実現する8 ｍスパンの架構 先導的な設計の内容



東大寺南大門 浄土寺浄土堂

1)日本の伝統木造建築 その空間と構法 / 光井渉 2)日本の伝統建築の構法 柔軟性と寿命 / 内田祥哉

大仏様（天竺様）の架構 先導的な設計の内容



重ね肘木は伝統的な木造建築に用いられる肘木の考え方を応用したもので、
柱側から6段分重ね材を持ち出して梁の途中を支持し、
残りのスパンはせいの小さな梁で構成することができるゲルバー梁架構

曲げモーメント

ピン

重ね肘木と重ね梁による架構 先導的な設計の内容



重ね肘木と重ね梁による架構の特徴 先導的な設計の内容

重ね梁・重ね肘木を用いることで、水平材のみで架構が成立する。
重ね梁部分に2段の継手を配置することで、安定した架構となる。

方杖などで、梁途中で支持するゲルバー梁とすれば、
梁の応力が小さくなる。
ただし、継手により中央の柱が偏荷重に対して不安定となる。

8mスパンを成立させるには、単独の製材で大断面、
長尺の材が必要なため、EWの使用が一般的



各部の架構

全て6m以下のスギJAS製材で構成

合わせ柱
2-120x240

張弦梁

重ね肘木
6段-240x120

合わせ登り梁
2-120x300

丸鋼2-M33

柱300角

合わせ重ね梁

柱240角

合わせ登り梁

重ね肘木
6段-240x120

合わせ柱
120x240

B棟A棟

先導的な設計の内容



合わせ重ね梁の構成重ね肘木+重ね梁の構成

重ね梁と重ね肘木を使用することで実現する8 ｍスパンの架構 先導的な設計の内容



1) 北森顕久，野村昌史，稲山正弘，後藤正美会：雇い竿車知栓留め柱－梁接合部の引張性能評価式の提案

雇い竿車知仕口の破壊モード 先導的な設計の内容

車知



ビスを車知栓の両脇に打ち、回転を拘束することにより、
破壊モードを車知栓の圧縮及び主材の圧縮・せん断に限定することで、安価で剛性・耐力の高い接合部を実現

車知栓

フルスレッドビス

車知栓とビスを用いた接合 先導的な設計の内容
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コナラ車知栓

ベイマツ車知栓

ベイマツ剛性推定値

コナラ剛性推定値

最大耐力推定値

平均値 標準偏差 推定値 平均値 標準偏差 推定値

最大耐力 Pmax(kN) 64.68 2.91 47.20 78.05 10.32 47.20

降伏耐力 Py(kN) 47.40 4.77 - - - -

降伏変位 δy(mm) 1.53 0.16 - - - -

終局耐力 Pu(mm) 61.54 4.07 - - - -

終局変位 δu(mm) 29.60 0.99 - - - -

初期剛性 K(kN/mm) 30.97 1.93 33.70 69.34 5.50 67.50

降伏点変位 δｖ(mm) 1.99 0.20 - - - -

塑性率 μ 14.93 1.21 - - - -

車知栓の材種 コナラ（無等級）ベイマツ(E110)

各特性値及び推定値（片面）

接合部の荷重-変位関係（片面）

車知+ビス接合部せん断試験結果 先導的な設計の内容

ベイマツ

コナラ
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実大曲げ試験 先導的な設計の内容



１階

2階

八角形の束ね柱と八方向にのびる重ね肘木 先導的な設計の内容



八角束ね柱
4-150x150

八方向合わせ梁
2-120x300

重ね肘木
6段-240x120

八角形の束ね柱と八方向にのびる重ね肘木 先導的な設計の内容



・ヨリアイホールの柱断面は、径300 の八角形断面とする。

・材⾧が7m を超える300 角材の調達が難しいため、スギ製材の150 角の柱を2x2 の計4 本組合せた束ね柱とした。

・各材同士の接合はフルスレッドビスの斜めクロス打ちとし、一体性を確保している。

製材による大断面の柱 先導的な設計の内容



重ね梁・束ね柱の加熱載荷試験 先導的な設計の内容



１階

2階

製材と丸鋼を組み合わせた16 ｍスパンの張弦梁 先導的な設計の内容



全て6m以下のスギJAS製材で構成

合わせ柱
2-120x240

張弦梁

重ね肘木
6段-240x120

合わせ登り梁
2-120x300

丸鋼2-M33

柱300角

合わせ重ね梁

柱240角

合わせ登り梁

重ね肘木
6段-240x120

合わせ柱
120x240

B棟A棟

架構詳細 先導的な設計の内容



製材と丸鋼を組み合わせた16 ｍスパンの張弦梁 先導的な設計の内容



製材と丸鋼を組み合わせた16 ｍスパンの張弦梁 先導的な設計の内容



登り梁の材⾧が8m超え、モーメントが大きくなり大断面が必要。

継手を設けると、不安定

水平部材を入れると、登り梁の曲げは減少するが、偏荷重に対しては不安定

肘木と下弦材をつなぐと、偏荷重に対しても安定

張弦梁の肘木の役割 先導的な設計の内容



燃えしろ設計と準耐火被覆のバランス 先導的な設計の内容

準耐火構造の被覆 燃えしろ設計



床下：空調設備スペース

貫通部の最小化・設備的工夫 先導的な設計の内容



外観について 先導的な設計の内容



2023年1月 林野庁 木材需給動向について（東北地区）を基に作成 「スギ（東北地区）径24cm程度、⾧3.65～4.0mの価格」

木材の調達について

木材利用協定式の様子

先導的な設計の内容



・山側が中心となって見積することで、適正な利益を確保し、森林保全につながる

・木材を別発注・支給品とすることでゼネコン経費・仲介業者の経費をカット

木材調達のスキーム 先導的な設計の内容



木材使用量の総括 先導的な設計の内容



木材使用量のうち
FSC認証材を90.89％使用

ＦＳＣ認証 先導的な設計の内容



１ ． 本 プ ロ ジ ェ ク ト で 木 造 を 採 用 し た 決 定 要 因

２ ． 先 導 的 な 設 計 、 施 工 技 術 や 生 産 シ ス テ ム の 具 体 的 内 容

３ ． 類 似 の 建 築 物 に 取 組 む 設 計 者 へ の ア ド バ イ ス

本 プ ロ ジ ェ ク ト に よ り 明 ら か と な っ た 木 造 を 普 及 す る 上 で の 今 後 の 課 題



① 設計時点から山側が積極的に参画 → 調達・スケジュール面での不安を減らす

② 木材コーディネーターのサポート → 山側・プレカット工場とのチーム体制を構築

③ 木材の先行発注に対する施主側の理解

今後の課題１ 必要な材を安定して確保できる土壌づくり

【課題】丸太の伐採時期（概ね10月～4月）前に調達指示が必要

→設計が確定する前に見込みで発注をかけなければならない

→設計が確定した後の増減への対応が必要

今後の課題



先行発注した木材を工事請負者に支給品として渡す場合、責任の所在が増える

→支給品と建築工事の区分の明確化

→建方中の材の加工・調整を誰がやるか（費用負担・工程遅延のリスク想定）

→建方まで考慮したプレカット寸法の調整

など

今後の課題２ プレカット手配・施工時の調整 今後の課題



登米町
森林組合

日野製作所
（登米市内）

乾燥・JAS認定 プレカット

Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米
で
の
木
材
の
流
れ

現場へ
おきたま木材乾燥センター

（山形）

150ｘ360まで

いわき材加工センター
（福島／いわき）

６ｍ以上、幅180以上

オノツカ

山 大

（石巻）

150ｘ240まで

原木 製材

ホーム建材
（石巻河南）

近隣で製材や乾燥、グレーディングができれば運搬距離を短く抑え地産地消の建築が可能

一方で中大規模木造は材積が多く地元だけでは捌ききれないため、時間を確保する必要がある（が実際は難しい）

隣県含めたネットワークでそれぞれの特性を活かすことで広域的な木材産業の活用を行うことができる

今後の課題３ 広域的な地域の製材・加工能力をフル活用 今後の課題






